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監 査 報 告 第 ３ 号 

平成１８年３月１７日 

 

財 政 援 助 団 体 等 監 査 結 果 報 告 

〔財 団 法 人 神 戸 市 地 域 医 療 振 興 財 団〕 

 

                       神戸市監査委員    近  谷  衛  一 

                       同          横  山  道  弘 

                       同          吉  田  基  毅 

                       同          米  田  和  哲 

 

  地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき実施した平成１７年度財政援助団体等監査について，

同条第９項の規定によりその結果に関する報告を次のとおり決定した。 

 

１ 監 査 の 対 象        

 

  財団法人神戸市地域医療振興財団（以下「財団」という。）における出納その他の事務（財政援助

に係る出納その他の事務を含む。）で，主として平成１６年度執行の事務。 
 

２ 監 査 の 期 間        

 

  平成１７年９月２８日～平成１８年３月１７日 

 

３ 監 査 の 方 法        

 

  監査は，出納その他の事務が法令等に基づき適正に行われているかについて，関係書類の調査とと

もに，関係職員に対する質問等の方法により実施した。 

 

４ 団 体 の 概 要 

 

(1) 設立の趣旨 

   財団は，健康づくりから，診断・治療，リハビリテーションにいたる包括的な医療供給体制の確

立を図るため，神戸市（以下「本市」という。）における地域医療のシステム化を推進し，もって市

民の健康と福祉の増進に寄与することを目的として，平成３年２月に設立された。 

  



                                  

 2

(2) 本市との関係 

   財団の基本財産は，１億１千万円であり，本市は１億円（出えん率９０．９％）を出えんしてい

る。 

   平成１６年度は，第 1図のとおり補助金として，西神戸医療センター運営事業及び医療機器整備

事業等に１１億２，６７９万円を交付している。 

平成１６年度末における職員数は５９７人であり，そのうち本市派遣職員は１１５人である。 

 

               第 １ 図  補 助 金 等 の 関 係 

          地域医療振興事業補助金（2,469 万円） 

              退職給与引当金等（15,484 万円） 

              土地・建物賃貸料（44,600 万円） 

 

              建物改修負担金（2,720 万円） 

運営事業補助金（89,256 万円） 

医療機器整備事業補助金（20,954 万円） 

 

(3) 事業の概要 

  財団の所在地は，第１表のとおりである。 

 

        第 １ 表   財 団 の 所 在 地 

事  業  所 所   在   地 

財 団 （ 事 務 所 ）   西 区 糀 台 5 丁 目 ７ 番 地 １ 

 

  主な事業及び業務量の推移は第２表のとおりである。 

① 地域医療連携システム運営事業 

市民が身近な地域で，適切な医療を継続的に受けられる地域医療連携を進めるため，西神戸医

療センターを核とする神戸西地域における連携システムを運営している。 

平成１６年度末における連携システム参加医療機関は６７３機関（９７．０％）となっており，

相互に患者紹介・診療情報の提供を行っている。なお,紹介率の推移は第２図のとおりである。 

 

第2図　紹介率の推移
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また，連絡協議会やオープンカンファレンスを開催し，連携システムのより円滑な運営と充実，

医療機能の向上に地域の医療機関とともに取り組んでいる。 

② 地域医療連携システム推進事業 

地域医療の連携システム化を推進し，その向上を図るため，当年度は，市民を対象とする保健

医療に関する講座を３回実施したほか，地域の医療従事者を対象とする神戸西地域合同カンファ

レンスを４回開催している。 

③ 西神戸医療センターの運営 

西神戸医療センターを神戸西地域における中核病院として運営し，高度医療・救急医療を提供

するとともに，地域の医療機関との連携についての取り組みを行っている。また，結核医療を提

供する病院として運営している。 

  入院患者数は１６３，５２４人で前年度に比べ１，１８５人（０．７％）減少しているものの，

外来患者数は４６７，１８４人で前年度に比べ１２，８８２人（２．８％）増加している。 

 

        第 ２ 表   業   務   量   の   比    較   

        

 

 
項        目 平成 16年度 平成 15年度

対前年度 

増  減 

対前年度

増 減 率

 地 域 医 療 連 携 シ ス テ ム 運 営 事 業   

  連 携 シ ス テ ム 参 加 医 療 機 関 673 機関 662 機関 11 機関 1.7

   西  区 226 機関 219 機関 7 機関 3.2

   垂 水 区 236 機関 240 機関 △4 機関 △1.7

   須 磨 区 211 機関 203 機関 8 機関 3.9

  患 者 紹 介 と 診 療 情 報 の 提 供  

   初 診 ・ 検 査 予 約 の 受 付 件 数 8,345 件 7,868 件 477 件 6.1

   西 神 戸 医 療 セ ン タ ー へ の 紹 介 16,272 件 15,588 件 684 件 4.4

   西 神 戸 医 療 セ ン タ ー か ら の 紹 介 10,131 件 8,109 件 2,022 件 24.9

   
西 神 戸 医 療 セ ン タ ー か ら の
来 院 ・ 経 過 報 告 件 数 25,823 件 24,934 件 889 件 3.6

  
連 携 シ ス テ ム 参 加 医 療 機 関 向 け
機 関 紙 「 れ ん け い 」 の 発 行 12 回 12 回 0 回 0.0

  神戸西地域連携システム連絡協議会の開催 5 回 6 回 △1 回 △16.7

  
西 神 戸 医 療 セ ン タ ー
歯 科 連 携 シ ス テ ム 連 絡 協 議 会 の 開 催 4 回 4 回 0 回 0.0

  
地 域 の 医 療 従 事 者 が 参 加 す る
オ ー プ ン カ ン フ ェ レ ン ス の 開 催 34 回 30 回 4 回 13.3

 地 域 医 療 連 携 シ ス テ ム 推 進 事 業  

  身 近 な 保 健 医 療 講 座 の 開 催 3 回 3 回 0 回 0.0

  神戸西地域合同カンファレンスの開催 4 回 3 回 1 回 33.3

 西 神 戸 医 療 セ ン タ ー の 運 営  

  入 院 患 者 ・ 延 べ 人 数 163,524 人 164,709 人 △1,185 人 △0.7

             １ 日 あ た り 448 人 450 人 △2人 △0.4

  外 来 患 者 ・ 延 べ 人 数 467,184 人 454,302 人 12,882 人 2.8

             １ 日 あ た り 1,923 人 1,846 人 77 人 4.2
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(4) 経営状況 

   財団の会計は，一般会計（①，②）及び特別会計（③）に分かれ，会計処理は，公益法人会計基

準を適用しており，消費税処理は税込処理である。（カッコ内の数字は，“⑶事業の概要”の各事業

の番号に対応している。） 
   当年度の収支状況は，第３表のとおりである。 

 
第 ３ 表   比 較 収 支 計 算 書   （総 括 表） 

 (単位 金額：千円) 
 平 成 16 年 度 平 成 15 年 度 

 

科        目  
金    額 構成

比率
金   額

構成 

比率 

対前年度 

増  減 

対前年度

増 減 率

 基 本 財 産 運 用 収 入 551 0.0 551 0.0 0 0.0

 事 業 収 入 13,409,141 91.8 13,049,817 92.0 359,324 2.8

 補 助 金 等 収 入 1,151,956 7.9 1,100,593 7.8 51,363 4.7

 雑 収 入 1,028 0.0 1,038 0.0 △ 10 △ 1.0

 繰 入 金 収 入 35,000 0.2 35,000 0.2 0 0.0

 敷 金 保 証 金 戻 り 収 入 7,000 0.0 － － 7,000 皆増

 

収 

入 

の 

部 

当 期 収 入 合 計 (Ａ) 14,604,677 100.0 14,187,000 100.0 417,677 2.9

 地域医療連携システム運営事業費 31,475 0.2 30,990 0.2 485 1.6

 地域医療システム推進事業費 14,063 0.1 13,940 0.1 123 0.9

 医 療 施 設 運 営 事 業 費 13,534,966 85.1 13,205,462 87.5 329,504 2.5

 管 理 費 15,111 0.1 14,521 0.1 590 4.1

 固 定 資 産 取 得 支 出 568,659 3.6 368,469 2.4 200,190 54.3

 借 入 金 返 済 支 出 1,700,000 10.7 1,415,000 9.4 285,000 20.1

 繰 入 金 支 出 35,000 0.2 35,000 0.2 0 0.0

 敷 金 保 証 金 支 出 3,600 0.0 5,940 0.0 △ 2,340 △ 39.4

 

支 

出 

の 

部 

当 期 支 出 合 計 (Ｂ) 15,902,873 100.0 15,089,322 100.0 813,551 5.4

   当 期 収 支 差 額 (Ｃ=Ａ－Ｂ) △ 1,298,197 － △ 902,323 － △ 395,874 －

   前 期 繰 越 収 支 差 額   (Ｄ) 2,390,918 － 3,293,241 － △ 902,323 －

   次 期 繰 越 収 支 差 額 (Ｅ=Ｃ+Ｄ) 1,092,722 － 2,390,918 － △ 1,298,196 －

 
(注)金額は,千円未満を四捨五入している。 

 
当年度は，一般会計と特別会計を併せると当期収入合計１４６億４６７万円に対し，当期支出合

計１５９億２８７万円で当期収支差額が１２億９，８１９万円の赤字となっている。これに前年度

からの繰越収支差額を加えた次期繰越収支差額は１０億９，２７２万円となっている。 
前年度と比べると，収入が４億１，７６７万円（２．９％）増加したものの，支出が８億  

１，３５５万円（５．４％）増加した結果，当期収支差額は３億９，５８７万円の収支悪化となっ

ている。 
正味財産増減の状況は，第４表のとおりである。 
前年度末に比べ６億８８３万円増加し，２７億６，４７０万円となっている。 
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 第 ４ 表   正 味 財 産 増 減 計 算 書 （総 括 表）  

 (単位 金額：千円) 
  平成 16年度 

   
科 目 

金   額 

  資 産 増 加 額 782,975

  負 債 減 少 額 1,746,283

 

増
加
の
部  合 計 (Ａ) 2,529,257

  
 資 産 減 少 額 1,853,363

  負 債 増 加 額 67,063

 

減
少
の
部  合 計 (Ｂ) 1,920,425

   当 期 正 味 財 産 増 加 額 (Ｃ=Ａ－Ｂ) 608,832

   前 期 繰 越 正 味 財 産 額 (Ｄ) 2,155,874

   期 末 正 味 財 産 合 計 額 (Ｅ=Ｃ＋Ｄ) 2,764,706

 
  ① 一般会計 
   ア 収支状況 
     収支状況は，第５表のとおりである。 

 
 第 ５ 表   比 較 収 支 計 算 書   （一 般 会 計） 

 (単位 金額：千円)               

           平 成 16 年 度 平 成 15 年 度 

      

科       目 

    
金    額 構成

比率
金   額

構成 

比率 

対前年度 

増  減 

対前年度

増 減 率

   基 本 財 産 運 用 収 入 551 0.9 551 0.8 0 0.0

   事 業 収 入 2,640 4.1 2,834 4.4 △ 194 △ 6.8

   補 助 金 等 収 入 25,430 39.3 25,644 39.4 △ 214 △ 0.8

  雑 収 入 1,028 1.6 1,038 1.6 △ 10 △ 1.0

  繰 入 金 収 入 35,000 54.1 35,000 53.8 0 0.0

  

収 

入 

の 
部 

  当 期 収 入 合 計 (Ａ) 64,649 100.0 65,068 100.0 △ 419 △ 0.6

  地域医療連携システム運営事業費 31,475 51.9 30,990 52.1 485 1.6

  地域医療システム推進事業費 14,063 23.2 13,940 23.4 123 0.9

  管 理 費 15,111 24.9 14,521 24.4 590 4.1

  

支 

出 

の 

部   当 期 支 出 合 計 (Ｂ) 60,648 100.0 59,451 100.0 1,197 2.0

   当 期 収 支 差 額 (Ｃ=Ａ－Ｂ) 4,001 － 5,617 － △ 1,616 －

     前 期 繰 越 収 支 差 額   (Ｄ） 36,026 － 30,408 － 5,618 －

    次 期 繰 越 収 支 差 額 (Ｅ=Ｃ+Ｄ) 40,027 － 36,026 － 4,001 －

 
 （注）金額は，千円未満を四捨五入している。      

 
     当期収入合計６，４６４万円に対し，当期支出合計は６，０６４万円で，当期収支差額は 

４００万円となっている。これに前年度からの繰越収支差額を加えた次期繰越収支差額は 
４，００２万円となっている。     
 前年度と比べると，収入が４１万円（０．６％）減少し，支出が１１９万円（２．０％）増
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加した結果，当期収支差額は１６１万円の収支悪化となっている。 
(ｱ) 収入 

      基本財産運用収入５５万円は，基本財産１億１千万円の運用にかかる受取利息である。 

   事業収入は２６４万円で，地域医療ホールの償還金である。 

補助金等収入は２，５４３万円で，主として地域医療連携システムの運営等にかかる本市

補助金２，４６９万円である。 

雑収入は１０２万円で，主として神戸市債運用にかかる受取利息である。 

繰入金収入は３，５００万円で，特別会計からの繰入れである。 

(ｲ) 支出 
地域医療連携システム運営事業費は３，１４７万円で，主として医療連携事務等の委託料 

１，３４９万円及び給与費１，３０３万円である。 

地域医療システム推進事業費は１，４０６万円で，給与費８１６万円及び資料室の整備等

にかかる経費５８９万円である。 

管理費は１，５１１万円で，主として給与費７０５万円及び清掃業務等の委託料  
３６９万円である。 

イ 正味財産増減の状況 
正味財産増減の状況は，第６表のとおりである。 
前年度末に比べ当期収支差額４００万円が増加し，３億５，５０２万円となっている。 

 

 第 ６ 表  正 味 財 産 増 減 計 算 書 （一 般 会 計）

 (単位 金額：千円)       

        平成 16年度

    

科       目 

   金   額 

  当 期 収 支 差 額 4,001

 

増
加
の
部 合 計 (Ａ) 4,001

   当 期 正 味 財 産 増 加 額 (Ａ) 4,001

   前 期 繰 越 正 味 財 産 額 (Ｂ) 351,026

   期 末 正 味 財 産 合 計 額 (Ｃ=Ａ＋Ｂ) 355,027

 
   ② 特別会計 

ア 収支状況 
収支状況は，第７表のとおりである。 
当期収入合計１４５億４，００２万円に対し，当期支出合計は１５８億４，２２２万円で，

当期収支差額は１３億２１９万円の赤字となっている。これに前年度からの繰越収支差額を加

えた次期繰越収支差額は１０億５，２６９万円となっている。     
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 前年度と比べると，収入が４億１，８０９万円（３．０％）増加したものの，支出も８億 
１，２３５万円（５．４％）増加した結果，当期収支差額は３億９，４２５万円の収支悪化と

なっている。 

 
         第 ７ 表   比 較 収 支 計 算 書   （特 別 会 計）   

 (単位 金額：千円)             

         平 成 16 年 度 平 成 15 年 度 

      

科 目 

   
金    額 構成 

比率 
金   額

構成 
比率 

対前年度 
増  減 

対前年度

増 減 率

  医 業 収 益 13,129,995 90.3 12,771,507 90.4 358,488 2.8

   入 院 収 益 6,820,230 46.9 6,847,459 48.5 △ 27,229 △ 0.4

   外 来 収 益 6,052,977 41.6 5,652,790 40.0 400,187 7.1

   そ の 他 医 業 収 益 256,788 1.8 271,258 1.9 △ 14,470 △ 5.3

 医 業 外 収 益 1,403,032 9.6 1,350,425 9.6 52,607 3.9

  補 助 金 収 入 1,126,526 7.7 1,074,949 7.6 51,577 4.8

  そ の 他 医 業 外 収 益 276,506 1.9 275,476 2.0 1,030 0.4

 敷 金 保 証 金 戻 り 収 入 7,000 0.0 － － 7,000 皆増

  保 証 金 戻 り 収 入 7,000 0.0 － － 7,000 皆増

 

収 
 

入 
 

の 
 

部 

 当 期 収 入 合 計 (Ａ) 14,540,027 100.0 14,121,931 100.0 418,096 3.0

 医 業 費 用 13,514,495 85.3 13,185,892 87.7 328,603 2.5

  給 与 費 4,622,818 29.2 4,615,937 30.7 6,881 0.1

  材 料 費 5,036,099 31.8 4,790,848 31.9 245,251 5.1

  経 費 3,814,394 24.1 3,737,668 24.9 76,726 2.1

  研 究 研 修 費 41,183 0.3 41,438 0.3 △ 255 △ 0.6

 医 業 外 費 用 20,471 0.1 19,570 0.1 901 4.6

   消 費 税 7,797 0.0 8,665 0.1 △ 868 △ 10.0

   雑 支 出 12,674 0.1 10,906 0.1 1,768 16.2

 固 定 資 産 取 得 支 出 568,659 3.6 368,469 2.5 200,190 54.3

 借 入 金 返 済 支 出 1,700,000 10.7 1,415,000 9.4 285,000 20.1

 繰 入 金 支 出 35,000 0.2 35,000 0.2 0 0.0

 敷 金 保 証 金 支 出 3,600 0.0 5,940 0.0 △ 2,340 △ 39.4

 

支 
 

出 
 

の 
 

部 

 当 期 支 出 合 計 (Ｂ) 15,842,225 100.0 15,029,871 100.0 812,354 5.4

   当 期 収 支 差 額 (Ｃ=Ａ-Ｂ) △ 1,302,198 － △ 907,940 － △ 394,258 －

   前期繰越収支差額   (Ｄ） 2,354,893 － 3,262,833 － △ 907,940 －

  次期繰越収支差額 (Ｅ=Ｃ+Ｄ) 1,052,695 － 2,354,893 － △ 1,302,198 －

 
(ｱ) 収入 

医業収益は１３１億２，９９９万円で，入院収益６８億２，０２３万円,及び外来収益  

６０億５，２９７万円等である。外来患者の増加に伴い，前年度に比べ３億５，８４８万円

（２．８％）増加している。 

医業外収益は１４億３０３万円で，主として西神戸医療センターの運営等の本市補助金 

１１億２１０万円で，前年度に比べ５，２６０万円（３．９％）増加している。 
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(ｲ) 支出 
医業費用は１３５億１，４４９万円で，主として材料費５０億３，６０９万円，及び給与

費４６億２，２８１万円である。前年度に比べ３億２，８６０万円（２．５％）増加してい

るが,これは主として薬品購入にかかる材料費の増によるものである。 

医業外費用は２，０４７万円で，雑支出１，２６７万円及び消費税７７９万円である。 
固定資産取得支出は５億６，８６５万円で，主として医療機器の購入４億７，９４５万円

である。 
借入金返済支出は１７億円で，本市からの借入金の返済である。 

繰入金支出は３，５００万円で，これは一般会計への繰入れである。 

   なお,資本的収支を除いた損益計算書は第８表のとおりである。 

   当期は，収入及び支出ともに増加したが，当期収支差は,６億４８３万円で,前年度に比べ,

８,０５２万円の収支改善となっている。これに前期繰越金１８億４８４万円を加えた次期

繰越収支差額は，２４億９６８万円となっている。 

 

   第 ８ 表   比 較 損 益 計 算 書   （特 別 会 計）  

 (単位 金額：千円)               

        平 成 16 年 度 平 成 15 年 度 

     

科 目

  金    額 構成 
比率 

金   額
構成 
比率 

対前年度 

増  減 

対前年度

増 減 率

  医 業 収 益 13,129,995 90.3 12,771,507 90.4 358,488 2.8

 医 業 外 収 益 1,403,032 9.7 1,350,425 9.6 52,607 3.9

 

収
入
の
部  当期収入合計 (Ａ) 14,533,027 100.0 14,121,931 100.0 411,096 2.9

  医 業 費 用 13,464,573 96.7 13,198,367 97.1 266,206 2.0

   給 与 費 4,622,818 33.2 4,615,937 33.9 6,881 0.1

  材 料 費 5,001,657 35.9 4,816,256 35.4 185,401 3.8

  経 費 3,801,659 27.3 3,729,533 27.4 72,126 1.9

  研 究 研 修 費 38,438 0.3 36,641 0.3 1,797 4.9

 医 業 外 費 用 20,471 0.1 19,570 0.1 901 4.6

 繰 入 金 支 出 35,000 0.3 35,000 0.3 0 0.0

 減 価 償 却 費 253,092 1.8 169,063 1.2 84,029 49.7

 開 発 費 等 繰 延 償 却 額 94,331 0.7 99,501 0.7 △ 5,170 △ 5.2

 長 期 前 払 費 用 償 却 額 39,949 0.3 55,562 0.4 △ 15,613 △ 28.1

 退職給与引当金繰入額 20,780 0.1 20,565 0.2 215 1.0

 

支 
 

出 
 

の 
 

部 

 当期支出合計 (Ｂ) 13,928,197 100.0 13,597,628 100.0 330,569 2.4

   当 期 収 支 差 額 (Ｃ=Ａ－Ｂ) 604,831 － 524,304 － 80,527 －

   前 期 繰 越 金   (Ｄ） 1,804,849 － 1,280,545 － 524,304 －

   当 期 未 処 理 金 (Ｅ=Ｃ+Ｄ) 2,409,680 － 1,804,849 － 604,831 －
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イ 正味財産増減の状況 
正味財産増減の状況は，第９表のとおりである。 
前年度末に比べ６億４８３万円増加し，２４億９６８万円となっている。これは主として本

市からの借入金の返済終了に伴う負債の減によるものである。 

 
 第 ９ 表   正 味 財 産 増 減 計 算 書 (特 別 会 計) 

 (単位 金額：千円)       

           平 成 16 年 度

     
科 目

    金   額 

  資 産 増 加 額 778,973

   貯 蔵 品 増 加 額 174,414

   固 定 資 産 増 加 額 511,760

   開 発 費 増 加 額 72,723

   保 証 金 増 加 額 3,600

 長 期 前 払 費 用 増 加 額 16,477

 負 債 減 少 額 1,746,283

  長 期 借 入 金 返 済 額 1,700,000

 退 職 給 与 引 当 金 取 崩 額 46,283

 

増 
 

加 
 

の 
 

部 

  合 計 (Ａ) 2,525,256

 資 産 減 少 額 1,853,363

  当 期 収 支 差 額 1,302,198

 貯 蔵 品 減 少 額 140,316

 固 定 資 産 減 少 額 16,477

 減 価 償 却 費 253,092

   保 証 金 繰 延 償 却 額 10,428

   開 発 費 繰 延 償 却 額 90,903

 長 期 前 払 費 用 償 却 額 39,949

 負 債 増 加 額 67,063

 退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額 67,063

 

減 
 

少 
 

の 
 

部 

  合 計 (Ｂ) 1,920,425

   当 期 正 味 財 産 増 加 額 (Ｃ=Ａ－Ｂ) 604,831

   前 期 繰 越 正 味 財 産 額   （Ｄ） 1,804,849

   期 末 正 味 財 産 合 計 額 (Ｅ=Ｃ＋Ｄ) 2,409,680
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(5) 財政状態 

  一般会計と特別会計を併せた財政状態は第１０表のとおりである。 

 

 第  １０  表     比   較  貸  借   対   照   表  (総 括 表) 

 (単位 金額：千円)           

         平 成 16 年 度 平 成 15 年 度 

 
      

科 目 
金    額 構成

比率
金   額

構成

比率

対前年度 

増  減 

対前年度

増 減 率

     資 産 5,405,127 100.0 5,882,794 100.0 △ 477,667 △ 8.1

 Ⅰ   流 動 資 産 3,705,380 68.6 4,376,758 74.4 △ 671,378 △ 15.3

 Ⅱ  固 定 資 産 1,699,747 31.4 1,506,036 25.6 193,711 12.9

  1  基 本 財 産 110,000 2.0 110,000 1.9 0 0.0

  
 

2  そ の 他 の 固 定 資 産 1,589,747 29.4 1,396,036 23.7 193,711 13.9

     負債及び正味財産 5,405,127 100.0 5,882,794 100.0 △ 477,667 △ 8.1

    負 債 2,640,421 48.9 3,726,919 63.4 △ 1,086,498 △ 29.2

 Ⅰ   流 動 負 債 2,438,245 45.1 3,545,523 60.3 △ 1,107,278 △ 31.2

 Ⅱ   固 定 負 債 202,176 3.7 181,396 3.1 20,780 11.5

    正 味 財 産 2,764,706 51.1 2,155,874 36.6 608,832 28.2

 Ⅰ  正 味 財 産 2,764,706 51.1 2,155,874 36.6 608,832 28.2

    （ う ち 基 本 金 ） (110,000) － (110,000) － (0) －

  
 

    （うち当期正味財産増加額） (608,832) － (529,921) － (78,911) －

 （注）金額は，千円未満を四捨五入している。     

 

  資産合計は５４億５１２万円で，前年度末に比べ４億７，７６６万円（８．１％）減少している。 

   負債合計は２６億４，０４２万円で，前年度末に比べ１０億８，６４９万円（２９．２％）減少し

ている。 

 

 ① 一般会計 
  財政状態は第１１表のとおりである。    

  ア 資産 

    資産は３億６，４３５万円で，前年度末に比べ３７２万円（１．０％）増加している。 

    流動資産は４，９３５万円で，現金預金４，８３５万円,及び未収金１００万円である。主とし

て現金預金の増により,前年度末に比べ３７２万円（８．２％）増加している。 

固定資産は３億１，５００万円で，地域医療システム推進事業基金特定預金２億５００万円,

及び基本財産１億１，０００万円である。 

  イ 負債 

    負債は流動負債９３２万円で，未払金９０６万円等である。主として未払金の減により，前年

度末に比べ２７万円（２．９％）減少している。 
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 第  １１  表     比   較  貸  借   対   照   表  (一 般 会 計) 

 (単位 金額：千円)           

 平 成 16 年 度 平 成 15 年 度 

 

 科      目 
金    額 構成 

比率 
金   額

構成

比率

対前年度 

増  減 

対前年度

増 減 率

   資      産 364,356 100.0 360,633 100.0 3,723 1.0

 Ⅰ   流 動 資 産 49,356 13.5 45,633 12.7 3,723 8.2

  1 現 金 預 金 48,353 13.3 44,713 12.4 3,640 8.1

  2 未 収 金 1,003 0.3 920 0.3 83 9.0

 Ⅱ  固 定 資 産 315,000 86.5 315,000 87.3 0 0.0

  1  基 本 財 産 110,000 30.2 110,000 30.5 0 0.0

  (1) 神 戸 市 債 110,000 30.2 110,000 30.5 0 0.0

  2  そ の 他 の 固 定 資 産 205,000 56.3 205,000 56.8 0 0.0

  (1) 地 域 医 療 シ ス テ ム 推 進 
事 業 基 金 特 定 預 金 205,000 56.3 205,000 56.8 0 0.0

     負債及び正味財産 364,356 100.0 360,633 100.0 3,723 1.0

    負      債 9,329 2.6 9,607 2.7 △ 278 △ 2.9

 Ⅰ   流   動   負   債 9,329 2.6 9,607 2.7 △ 278 △ 2.9

  1 未 払 金 9,066 2.5 9,401 2.6 △ 335 △ 3.6

  2 預 り 金 264 0.1 206 0.1 58 28.2

   正 味 財 産 355,027 97.4 351,026 97.3 4,001 1.1

 Ⅰ  正   味   財   産 355,027 97.4 351,026 97.3 4,001 1.1

 

 

   （ う ち 基 本 金 ） (110,000) － (110,000) － (0) －

    （うち当期正味財産増加額） (4,001) － (5,617) － (△1,616) －

 （注）金額は，千円未満を四捨五入している。     

 

 ② 特別会計 
  財政状態は第１２表のとおりである。 

 ア 資産 

    資産は５０億４，０７７万円で，前年度末に比べ４億８，１３９万円（８．７％）減少してい

る。 

流動資産は３６億５，６０２万円で，主として未収金２６億７，７６５万円，及び現金預金 

７億９，３９４万円である。主として現金預金の減により，前年度末に比べ６億７，５１０万円

（１５．６％）減少している。 

固定資産は１３億８，４７４万円で，主として医療機器９億２，０６４万円，及び長期前払費

用２億６，１６６万円である。主として医療機器の増により，前年度末に比べ１億９，３７１万

円（１６．３％）増加している。 

  イ 負債 

   負債は２６億３，１０９万円で，前年度末に比べ１０億８，６２２万円（２９．２％）減少し

ている。 
流動負債は，２４億２，８９１万円で，主として未払金２４億３６１万円である。主として借
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入金の返済終了により，前年度末に比べ１１億７００万円（３１．３％）減少している。 

  固定負債は２億２１７万円で，退職給与引当金の積み立てにより前年度末に比べ２，０７８万円 

（１１．５％）増加している。 

 

 第  １２  表     比  較 貸 借  対  照  表  (特 別 会 計) 

 (単位 金額：千円)             

     平 成 16 年 度 平 成 15 年 度 

 
     

科       目 
  金    額 構成 

比率 
金   額

構成

比率

対前年度 

増  減 

対前年度

増 減 率

     資      産  5,040,771 100.0 5,522,161 100.0 △ 481,390 △ 8.7

 Ⅰ   流 動 資 産 3,656,024 72.5 4,331,125 78.4 △ 675,101 △ 15.6

  1 現 金 預 金 793,949 15.8 1,646,776 29.8 △ 852,827 △ 51.8

  2 未 収 金 2,677,655 53.1 2,533,548 45.9 144,107 5.7

  3 貯 蔵 品 174,414 3.5 140,316 2.5 34,098 24.3

  4 前 払 金 10,006 0.2 10,486 0.2 △ 480 △ 4.6

 Ⅱ  固 定 資 産 1,384,747 27.5 1,191,036 21.6 193,711 16.3

  1  医 療 機 器 920,644 18.3 668,216 12.1 252,428 37.8

  2  什 器 備 品 38,737 0.8 46,534 0.8 △ 7,797 △ 16.8

  3  構 築 物 9,793 0.2 12,232 0.2 △ 2,439 △ 19.9

  4  電 話 加 入 権 2,006 0.0 2,006 0.0 0 0.0

  5  保 証 金 11,544 0.2 18,372 0.3 △ 6,828 △ 37.2

 6  開 発 費 136,160 2.7 154,340 2.8 △ 18,180 △ 11.8

 7  長 期 前 払 費 用 261,664 5.2 285,135 5.2 △ 23,471 △ 8.2

 8  投 資 4,200 0.1 4,200 0.1 0 0.0

     負債及び正味財産  5,040,771 100.0 5,522,161 100.0 △ 481,390 △ 8.7

    負      債  2,631,091 52.2 3,717,312 67.3 △ 1,086,221 △ 29.2

 Ⅰ   流 動 負 債 2,428,915 48.2 3,535,916 64.0 △ 1,107,001 △ 31.3

  1 未 払 金 2,403,615 47.7 1,799,319 32.6 604,296 33.6

  2 前 受 金 161 0.0 1,226 0.0 △ 1,065 △ 86.9

  3 預 り 金 25,139 0.5 35,372 0.6 △ 10,233 △ 28.9

  4 短 期 借 入 金 － － 1,700,000 30.8 △ 1,700,000 皆減

 Ⅱ  固 定 負 債 202,176 4.0 181,396 3.3 20,780 11.5

  1 預 り 保 証 金 35,996 0.7 35,996 0.7 0 0.0

  2 退 職 給 与 引 当 金 166,180 3.3 145,400 2.6 20,780 14.3

   正 味 財 産  2,409,680 47.8 1,804,849 32.7 604,831 33.5

 Ⅰ  正  味   財   産 2,409,680 － 1,804,849 － 604,831 －

    （うち当期正味財産増加額） (604,831) － (524,304) － (80,527) －

 （注）金額は，千円未満を四捨五入している。     
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５ 監 査 の 結 果        

  財団の出納その他の事務については，おおむね適正に行われているものと認められたが，事務の一

部について，次のような改善を要する事例が見受けられたので，今後適正な事務処理に努められたい。 

 

(1) 会計処理に関する事務について 

① 未収金の計上について 

     平成１５年度の特別会計決算において，未収金の計上が漏れている事例が見受けられた。 
                       （総務課） 

適正な会計処理を行うべきである。 

 
② つり銭用現金取扱規程について 

総合受付等でつり銭用現金を管理しているが，つり銭用現金は会計規程に定める手許現金で

あるから，会計規程に基づき金額等を規定する取扱規程を定めるべきである。 

しかし，現状では支払準備資金にあたる手元現金取扱要綱は定められているが，つり銭用現

金については要綱等が定められていない。そのため，本来つり銭に該当しない解剖謝礼を，つ

り銭用現金から立替えているような事例が見受けられた。            （総務課） 

会計規程に基づき，金額，使途等を定める規定を設け，適正な執行に努めるべきである。 

   

(2) 契約に関する事務 

① 委託契約について 

     医療用器材の滅菌業務を委託しているが，委託契約書に規定されていない器材の院外滅菌費

用を支払っている事例が見受けられた。                    （総務課） 
     適正な経費執行のため，契約変更等を行ったうえで経費を支出するべきである。 

 
(3) 財産管理に関する事務について 

① 固定資産台帳と財産目録の不一致について 

     固定資産台帳（減価償却資産の計算書）に記載された年度末現在高が財産目録と一致してい

ない事例が見受けられた。                          （総務課） 
      適正な財産管理に努めるべきである。 
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以上，監査の結果を述べた。 

地域医療連携システムの運営及び推進事業は順調に推移している。また,病院部門も,一般の病床利

用率が９５．２％，一日平均の外来患者数も１，９２３人に達するなど，医業収益が順調に伸びてお

り，平成１４年度以降５億円を超える純利益を計上しているなど，財団の経営は安定している。 

しかし一方で，診療報酬の改定による収益の減，減額措置の回復に伴う人件費や医療機器の整備に

伴う減価償却費の増等，収支を圧迫する要因もあるので，今後とも診療報酬請求にかかる算定の適正

化や迅速化を図るなど健全な経営を目指した努力を続けるとともに，地域医療のシステム化を図る事

によって，高度化・多様化する医療面の市民ニーズに応え，もって市民の健康と福祉の増進に寄与す

ることを期待する。 

 

 

 
凡     例 

 
 １ 文中で用いる金額は，原則として千円の位以下を省略し，万円単位で表示してい

る。 
 ２ 各表中の金額は，原則として百円の位を四捨五入し，千円単位で表示している。

したがって合計と内訳の計が一致しない場合がある。 
 ３ 各表中の比率は，百分率で表示し，小数点以下第２位を四捨五入している。した

がって合計と内訳の計が一致しない場合がある。 
 ４ 各表中の符号の用法は，次のとおりである。 
   ｢0｣及び｢0.0｣ ------------ 該当数値はあるが，単位未満のもの。 
              対前年増減額及び率の場合は，零を含む。 
   ｢－｣ ------------------------ 該当数値なし，算出不能又は無意味のもの。 
   ｢ほぼ皆増｣ --------------- 増加率が 1,000％以上のもの。 
 ５ 文中及び各表中でいう消費税とは「消費税」および「地方消費税」をいう。 
 

 


